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あなたがたの光を人々の前に輝かしなさい。 （マタイ5章16節）

Your light must shine before people.（Matthew 5:16a）

「卵が先か、ニワトリが先か」、どちらが先とも言い難い時に使

われる慣用句です。「どちらが先に好きになったのですか？」と聞

かれると、「私が先」と言うご夫婦は少なくて、大抵は「自分が惚

れられた」と自惚れてしまうことが多いかもしれません。私です

か？・・・ここでは止めておきましょう。

12世紀の聖人フランチェスコの有名な「平和の祈り」の中に、「慰

められるよりは慰めることを、理解されるよりは理解することを、

愛されるよりは愛することを、私が求めますように」という一節

があります。彼がそのように祈るのは、彼自らが「既に神に慰め

られ、理解され、愛されている」という確信があったからでしょう。

だからこそ「隣人を慰め、理解し、愛する者になること」を神に

祈るのです。聖書には、創世記から始まる膨大な神の出来事(神の

歴史)が記されていますが、どこを切り取っても神が人間に何をし

てくださったかを知ることができます。換言すれば聖書の全てか

ら「私たちは神に愛されている」という宣言を聞くことが出来る

という事でもあります。

「愛されている私」であることを知り、隣人に寄り添う歩みをこ

の年も行えるように祈っています。主の平安を祈っています。

「愛されている、あなたへ。」
「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛され
た。独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得
るためである。」

－ヨハネ3章16節－

九州学院院長 中島 康文

院
長　

中
島　

康
文

昨
年
末
、九
学
で

初
め
て
の
ク
リ
ス
マ

ス
を
新
鮮
な
気
持

ち
で
一
緒
に
過
ご
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。中
で
も
敬
愛
寮
の
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
は
新

鮮
で
し
た
。

礼
拝
そ
の
も
の
は
特
別
で
は
な
い
の
で
す

が
、讃
美
歌
の「
荒
野
の
果
て
に
」を
歌
っ
て
い

た
時
、各
節
の「
グ
ロ
リ
ア
・
イ
ン
・
エ
ク
セ
ル

シ
ス
・
デ
オ（
い
と
高
き
神
に
栄
光
あ
れ
）」に

差
し
掛
か
る
と
、天
井
が
落
ち
て
来
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
の
大
き
な

声
で
皆
さ
ん
が
歌
う
の
で
す
。礼
拝
後
に
聞
く

と
、「
伝
統
な
ん
で
す
」と
笑
顔
で
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。彼
ら
の
歌
声
を
聞
き
な
が
ら
、私
は

「
す
る
と
、突
然
、こ
の
天
使
に
天
の
大
軍
が

加
わ
り
、神
を
賛
美
し
て
言
っ
た
」（
ル
カ
２
：

１
３
）の
聖
句
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。「
天
の

大
軍
が
歌
う
の
だ
か
ら
、あ
れ
く
ら
い
の
迫
力

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
な
ぁ
」と
、む
し
ろ
教
え

ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。彼
ら
の
記
憶

に
も
、ク
リ
ス
マ
ス
の
思
い
出
の
一
つ
と
し
て

刻
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

「
グ
ロ
リ
ア
」の
思
い
出
は
寮
生
だ
け
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
も
九
学
の
思
い
出
と

し
て
、前
の
讃
美
歌（
教
団
出
版
局
）の「
い
つ

く
し
み
深
き
」が
歌
い
継
が
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。１
節
の
最
後
は「
な
ど
か
は
下
ろ
さ

ぬ　

負
え
る
重
荷
を
」と
終
わ
り
ま
す
が
、現

在
九
学
で
用
い
ら
れ
て
い
る
讃
美
歌
で
は「
重

荷
の
す
べ
て
を　

み
手
に
委
ね
よ
」で
す
。「
悩

み
も
苦
し
み
も
神
様
に
お
話（
お
祈
り
）し
た

の
だ
か
ら
、重
荷
を
下
ろ
し
ま
し
ょ
う
」そ
ん

な
歌
詞
で
す
。皆
で
歌
い
な
が
ら
、互
い
に
慰

め
励
ま
し
合
う「
九
学
健
児
」だ
か
ら
こ
そ
、

今
も
同
窓
会
で
も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
の
だ

と
想
像
し
て
い
ま
す
。い
つ
か
ど
こ
か
の
同
窓

会
で
、私
も
一
緒
に
大
き
な
声
で
歌
い
た
い
で

す
ね
。

２
０
２
６
年
が
素
敵
な
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

院
長
室
だ
よ
り

礼
拝
」が
厳
か
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。チ
ャ
ペ
ル

に
は
ご
来
賓
の
皆
様
を

は
じ
め
、学
校
関
係
者
、教

会
関
係
者
に
加
え
て
、各

ク
ラ
ス
の
代
表
生
徒
と
敬

10
月
31
日
㈮
午
前
８
時

30
分
よ
り
九
州
学
院
ブ
ラ

ウ
ン･

メ
モ
リ
ア
ル･

チ
ャ

ペ
ル（
１
９
２
５
年
10
月

30
日
献
堂
式
挙
行
）に
お

い
て「
献
堂
百
周
年
記
念

愛
会（
高
校
宗
教
部
）メ
ン

バ
ー
が
参
集
し
ま
し
た
。

礼
拝
の
特
別
説
教
を
九

州
学
院
百
周
年
記
念
歴
史

資
料
・
情
報
セ
ン
タ
ー
長

の
藤
本
誠
先
生
が『
ル
ー

セ
ラ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
シ

ン
ボ
ル 

九
州
学
院
ブ
ラ

ウ
ン･

メ
モ
リ
ア
ル･

チ
ャ

ペ
ル
献
堂
百
周
年
を
記
念

し
て
』と
の
説
教
題
で
行

い
ま
し
た
。藤
本
先
生
は

チ
ャ
ペ
ル
に
関
す
る
歴
史

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た

説
教
の
結
び
で「
本
日
10

月
31
日
、宗
教
改
革
記
念

日
に
ブ
ラ
ウ
ン･

メ
モ
リ

ア
ル･

チ
ャ
ペ
ル
は
献
堂

百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ブ
ラ
ウ
ン
博
士
の
福
音
宣

教
は
、ル
ー
セ
ラ
ン
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
、九

州
学
院
ブ
ラ
ウ
ン･

メ
モ

リ
ア
ル･

チ
ャ
ペ
ル
と
と

も
に
今
も
、そ
し
て
と
こ

し
え
に
生
き
る
の
で
す
」

と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

節
目
と
な
る
献
堂
百
周

年
記
念
礼
拝
を
九
州
学
院

各
所（
代
表
以
外
の
生
徒

は
各
教
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
し
ま
し
た
）で
と
も

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
主
な
る
神
さ
ま

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

な
お
、藤
本
先
生
は
九

州
学
院
在
職
時
に『
九
州

学
院
百
年
史
』を
執
筆･

編

纂
さ
れ
、現
在
も
歴
史
資

料･

情
報
セ
ン
タ
ー
長
と

し
て
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
多
く
の
情
報
や
資

料
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ

れ
て
い
ま
す
。学
院
の
歴

史
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
逸
話
を

紹
介
す
る『
歴
史
余
話
』シ

リ
ー
ズ
に
は
、チ
ャ
ペ
ル

の
歴
史
や
学
院
の
創
立
者

で
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
の

足
跡
な
ど
第
三
十
六
話

（
２
０
２
５
年
12
月
現
在
）

ま
で
掲
載
中
で
す
。セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
は

九
州
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
バ
ナ
ー
か
ら

進
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
訪
問
と
閲
覧

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

11
月
21
日
㈮
、Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
熊
本
に
お
い
て
第

49
回
熊
本
県
私
学
振
興
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
熊
本
県
私
立
中

学
高
等
学
校
保
護
者
会
と

熊
本
県
私
立
中
学
高
等
学

校
協
会
の
主
催
で
、熊
本

県
内
の
私
立
学
校
の
振
興

発
展
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

大
会
行
事
で
は
主
催
者

挨
拶
に
続
き
、木
村
敬
熊

本
県
知
事
、高
野
洋
介
熊

本
県
議
会
議
長
、藤
川
隆

夫
熊
本
県
私
学
振
興
議
員

連
盟
会
長
に
よ
る
祝
辞
、、

要
望
書
と
決
議
書
採
択
の

後
、２
０
２
４
年
10
月
〜
２

０
２
５
年
９
月
の
１
年
間

に
全
国
優
勝
等
を
成
し
遂

げ
た
団
体
・
個
人
へ
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、九
州
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校
の
表
彰
者

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

中
学
校
団
体
の
部
優
勝

■
剣
道
部

●
第
55
回
全
国
中
学
校

　

剣
道
大
会
男
子
２
連
覇

	

小
宮　

尚
通（
３
年
）

	

中
司　

健
太（
３
年
）

	

北
川　

大
地（
３
年
）

	

吉
村
虎
之
助（
３
年
）

	

坂
本　

皇
芯（
２
年
）

	

平
川　

航
成（
２
年
）

	

森　

雄
々
士（
２
年
）

■
弓
道
部

●
第
22
回
全
国
中
学
生

　

弓
道
大
会
・
Ｊ
Ｏ
Ｃ

　

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

カ
ッ
プ
弓
道
大
会
男
子

	
清　
　

充
寿（
３
年
）

	
荒
尾　

奈
音（
３
年
）

	

秋
元　

悠
希（
３
年
）

	

河
村　

鴻
虎（
２
年
）

高
校
個
人
の
部
優
勝

■
自
転
車
競
技
部

●
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　

自
転
車
競
技
大
会

　

男
子
Ｕ
17
ケ
イ
リ
ン

	

正
木　

颯
人（
１
年
）

■
女
子
陸
上
競
技
部

●
第
23
回
全
国
障
害
者

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
陸
上

　

競
技
女
子
年
齢
・
等

　

級
別
２
種
目
２
連
覇

　
〔
１
０
０
ｍ
（
大
会
新
）〕

　
〔
２
０
０
ｍ
（
大
会
新
）〕

	

原　

か
の
ん（
２
年
）

※
出
場
時
は
１
年

中
学
校
個
人
の
部
優
勝

■
剣
道
部

●
第
55
回
全
国
中
学
校

　

剣
道
大
会
男
子

	

小
宮　

尚
通（
３
年
）

■
ボ
ク
シ
ン
グ

●
第
４
回
全
日
本
Ｕ
ジ
ュ

　

ニ
ア
フ
レ
ッ
シ
ュ
ボ
ク

　

シ
ン
グ
大
会
女
子

　
〔
51
㎏
級
〕

	

江
村　

明
音（
３
年
）

※
出
場
時
は
２
年

●
第
12
回
全
日
本
Ｕ
ジ
ュ

　

ニ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
王
座

　

決
定
戦
女
子

　
〔
51
㎏
級
〕

	

江
村　

明
音（
３
年
）

顧
問
・
監
督
表
彰

■
剣
道
部

	

米
田　

敏
郎（
教
諭
）

■
自
転
車
競
技
部

	

安
達
健
太
郎（
教
諭
）

■
女
子
陸
上
競
技
部

	

貞
永　

健
剛（
教
諭
）

■
弓
道
部

	

山
下　

悠
真（
教
諭
）

※
私
学
振
興
大
会
と
は
別

に
学
院
と
し
て
今
年
度
全

国
優
勝
祝
賀
会
を
２
月
20

日
㈮
に
実
施
予
定
で
す
。

全
国
優
勝
者
の
栄
誉
を
称
え
る

熊
本
県
私
学
振
興
大
会
で
表
彰

「創立者の福音宣教はとこしえに生きる」
ブラウン・メモリアル・チャペル 献堂100周年記念礼拝
藤本誠先生（九州学院歴史資料・情報センター長）が特別説教

記念礼拝の様子（左上画像は献堂当時のチャペル［当初は講堂と呼ばれていた］）
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平素より本学院の教育活動にご理解とご協
力を賜り誠にありがとうございます。
昨年末には、インフルエンザの流行が本学

院でも猛威を振るい、幾つかの学級において
学級閉鎖等の措置をせざるを得ない状況も

ありました。コロナ禍以降、学校教育の現場において、感染力の高い
感染症へ如何に対応していくか、気の抜けない状況でございます。
今後とも迅速に対応していく所存です。
さて、学校も三学期を迎え、生徒さんたちにとっては、各学年の仕
上げの時を迎えております。特に中学三年生、高校三年生にとって
は、進路決定において重要な時期となります。どうか、これまでの努
力の成果を遺憾なく発揮できるよう、心からお祈り申し上げる次第で
す。また、一・二年生の皆さんも、次学年に向けて良いスタートが切
れるよう、最後の学期を落ち着いて大切に過ごしてほしいものです。
学院としましては、二度の中学校入試、また二度の高校入試を終

え、多くの受験生を与えられたことに深く感謝申し上げます。ご承知
の通り、現在、教育界を取り巻く環境は目まぐるしく変化しておりま
すが、そうした中でも、変わらず九州学院を支持して下さる受験生の
皆さんが多くいらっしゃること、在校生の活躍もさることながら、多く
の同窓生の皆様のお支えあってのことと深く感謝申し上げます。
今年度が終了しますと、九州学院は、いよいよ116年目の歩みを

はじめます。120年目の節目が目前に迫る中、在校生の学校生活の
さらなる充実、受験生の皆さんの大きな期待、お支えいただいてい
る同窓生をはじめとする関係者の皆様のご厚意に応えることのでき
る学院であり続けられるよう邁進していく所存です。

学校長挨拶

中高校長　室永 芳久

【
団
体
競
技･

種
目
】

チ
ア
ダ
ン
ス
部
は
11
月

29
日
㈯
〜
12
月
１
日
㈪
に

東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
た

All JAPAN CHEER DANCE 
CHAMPIONSHIP 2025  

高
校

生
編
成Pom

部
門Sm

all

準
優
勝
の
活
躍
で
し
た
。

陸
上
競
技
部
は
12
月
21

日
㈰
に
京
都
市
で
行
わ
れ

た
男
子
第
76
回
全
国
高
等

学
校
駅
伝
競
走
大
会
に
出

場
。雨
天
の
中
、レ
ー
ス
は

序
盤
か
ら
超
高
速
ペ
ー
ス

で
展
開
。九
州
学
院
も
各

選
手
が
懸
命
の
力
走
で
襷

を
繋
ぎ
、２
時
間
４
分
35

秒
で
出
場
58
校
中
総
合
16

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
12
月
23
日
㈫
〜
29
日
㈪

に
都
内
２
会
場
で
行
わ
れ

たSoftB
ank

ウ
イ
ン
タ
ー

高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
。

１
回
戦
で
兵
庫
県
代
表
の

強
豪
、関
西
学
院
高
等
部

と
戦
い
、敗
れ
ま
し
た
。

【
個
人
競
技･

種
目
】

12
月
17
日
㈬
〜
21
日
㈰

に
愛
知
県
西
尾
市
で
行
わ

れ
た
第
４
回
全
日
本
女
子

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
大

会
に
選
手
二
人
が
出
場
。

ウ
ェ
ル
タ
ー
級
で
平
井
富

和
子
選
手
が
１
年
生
で
準

優
勝
の
大
健
闘
で
し
た
。

１
月
23
日
㈮
〜
26
日
㈪

に
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
行

わ
れ
た
第
75
回
全
国
高
等

学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手

権
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
選
手
一

人
が
出
場
し
ま
し
た
。

ご
声
援
、
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

カ
ッ
プ2025

に
出
場
。１

回
戦
は
78
対
50
で
埼
玉
栄

高
校
に
、２
回
戦
は
82
対

56
で
高
松
商
業
高
校
に
勝

利
。３
回
戦
は
今
年
度
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
の
鳥
取

城
北
高
校
に
76
対
77
で
惜

敗
し
ま
し
た
が
、激
闘
を

労
う
大
き
な
拍
手
が
選
手

た
ち
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

弓
道
部
は
12
月
23
日
㈫

〜
25
日
㈭
に
静
岡
県
武
道

館
で
行
わ
れ
た
第
44
回
全

国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大

会
に
出
場
。男
子
団
体
戦

で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２

回
戦
ま
で
勝
ち
進
み
、ベ
ス

ト
16
に
入
り
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
は
12
月
27
日
㈯
〜
１

月
７
日
㈬
に
東
大
阪
市
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
な
ど
で
行

わ
れ
た
第
１
０
５
回
全
国

芸
術
鑑
賞『
ジ
ャ
ズ
＆
ラ
テ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』

「
神
さ
ま
が
と
も
に
い
て
く
だ
さ
る
」ク
リ
ス
マ
ス
行
事

①
点
灯
式（
11
月
28
日
㈮
）

九
州
学
院
西
門
そ
ば
で

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン（
育
友
会
提
供
）点

灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
中
高
吹
奏
楽
部
や

敬
愛
会（
高
校
宗
教
部
）な

ど
多
く
の
生
徒
が
奉
仕
や

準
備
に
あ
た
り
ま
し
た
。

原
之
薗
浩
育
友
会
会
長

と
こ
ど
も
園
園
児
代
表
が

ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、夕

闇
の
中
に
鮮
や
か
な
灯
が

浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
希
望
と
喜

び
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
光
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と

を
願
い
、参
加
者
一
同
は
聖

書
の
御
言
葉
に
思
い
を
馳

せ
つ
つ
、心
を
込
め
て
讃

美
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

②
礼
拝
等（
12
月
18
日
㈭
）

第
１
部
の
礼
拝
で
は
、

中
島
康
文
院
長
が
中
高
生

徒
と
教
職
員
に
向
け
て
ク

リ
ス
マ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

語
り
ま
し
た
。ま
た
、礼
拝

の
中
で
ク
リ
ス
マ
ス
献
金

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。（
本
頁

左
下
参
照
）

第
２
部
の
祝
会
で
は
、

九
州
学
院
み
ど
り
幼
稚
園

（
こ
ど
も
園
）
園
児
に
よ

る
降
誕
劇（
13
日
㈯
上
演
）

の
映
像
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

祝
会
終
了
後
に
は
中
高

各
生
徒
会
企
画
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
学
校

行
事
の
他
に
も
、敬
愛
寮

（
男
子
寮
）の
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
が
12
月
10
日
㈬
に

九
州
学
院
ブ
ラ
ウ
ン
・
メ

モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ
ペ
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。救
い
主
で

あ
る
イ
エ
ス
さ
ま
の
御
降

誕
を
お
祝
い
す
る
意
味
を

学
ぶ
機
会
が
九
州
学
院
で

は
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
献
金
の
感
謝
と
報
告
】

　

２
０
２
５
年
に
行
わ
れ

た
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
の
献

金
は
計
３
５
５
，１
８
９
円

で
し
た
。感
謝
し
て
報
告

い
た
し
ま
す
。こ
の
献
金

は
全
額
を
、九
州
学
院
が

継
続
し
て
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
す
チ
ャ
イ
ル
ド
ス

ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
に
届
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。皆
さ
ま

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１
月
29
日
㈭
、
え
が
お

健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
を
発
着

と
す
る
コ
ー
ス
で
九
州
学

院
校
内
駅
伝
大
会
が
開
催

さ
れ
、
中
学
校
１
年
か
ら

高
校
２
年
ま
で
の
ク
ラ
ス

代
表
選
手
が
出
場
し
ま
し

た
。女

子
の
部
、
男
子
の
部

の
順
（
中
高
一
斉
で
実
施
）

で
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
選

手
は
各
人
の
汗
と
思
い
が

染
み
込
ん
だ
襷
を
繋
ぎ
、

ス
タ
ジ
ア
ム
内
で
は
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
が
、
沿
道
で
は

保
護
者
が
選
手
に
熱
い
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
の
準
備
や
運
営
で

は
陸
上
競
技
部
と
女
子
陸

上
競
技
部
の
部
員
が
各
所

で
奮
闘
し
、
男
子
の
部
で

は
毎
回
恒
例
と
な
る
、
部

員
が
コ
ー
ス
を
併
走
し
て

選
手
を
鼓
舞
す
る
様
子
が

各
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ジ
ア
ム
は
大
き
な
歓

声
で
満
ち
て
い
ま
し
た
。

｢

校
内
駅
伝｣

中
高
各
ク
ラ
ス
代
表
選
手
が
襷
を
繋
ぐ

〜
級
友･

教
職
員･

保
護
者
が
熱
い
声
援
を
送
る
〜

冬
季
開
催
全
国
大
会
７
競
技
に
選
手
が
出
場

〜
チ
ア
ダ
ン
ス
と
ボ
ク
シ
ン
グ
で
準
優
勝
な
ど
活
躍･

健
闘
が
光
る
〜

校
内
発
表（
10
月
30
日
㈭
）

総
合
体
育
館
で
実
施
し

ま
し
た
。発
表
は
出
演
順

で
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

発
表『
戦
後
80
年
か
ら
学

ぶ
命
の
尊
さ
』、
②
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
研
修
旅
行
参

加
者
報
告
、③
高
校
生
ス

ネ
ア
ド
ラ
ム
独
奏
、④
高

校
チ
ア
ダ
ン
ス
部
演
舞
、

⑤
高
校
空
手
道
部
演
武
、

⑥
高
校
生
ダ
ン
ス
披
露
、

⑦
高
校
吹
奏
楽
部
演
奏
。

一
般
公
開（
11
月
１
日
㈯
）

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
好

天
に
恵
ま
れ
、開
場
時
か

ら
閉
場
時
ま
で
た
い
へ
ん

多
く
の
ご
来
場
者
で
大
盛

況
で
し
た
。ク
ラ
ス
や
学

年
、部
活
動
、育
友
会
、同

窓
会
な
ど
の
各
出
展
団
体

は
、そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝

ら
し
た
企
画
や
販
売
を
実

施
し
、九
州
学
院
で
の
活

動
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。午
後

に
行
わ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
発

表
に
も
多
く
の
観
衆
が
集

い
、出
演
者
は
声
援
に
応

え
る
見
事
な
発
表
で
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

今
回
の
一
般
公
開
も
多

く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
成
功

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。関
係
者
一
同
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
31
日
㈮
、
九
州
学

院
総
合
体
育
館
に
お
い
て

中
高
は
芸
術
鑑
賞
の
時
間

を
も
ち
ま
し
た
。
九
州
学

院
の
芸
術
鑑
賞
は
慣
例
で

演
劇
と
音
楽
を
交
互
に
鑑

賞
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
音
楽
鑑
賞
と
し
て
、
楽

団
『
翼
』
の
皆
様
を
お
招

き
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

楽
団
『
翼
』
は
２
０
０
８

年
に
結
成
さ
れ
た
プ
ロ
集

団
の
ジ
ャ
ズ
＆
ラ
テ
ン
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
、
メ
ン

バ
ー
の
多
く
が
コ
ン
サ
ー

ト
や
ラ
イ
ブ
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
プ
ロ
の
演
奏
家
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
前
半
が
ジ
ャ
ズ
を
中
心

に
、
後
半
が
ラ
テ
ン
音
楽

を
中
心
に
、
計
十
数
曲
に

及
ぶ
名
曲
の
数
々
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
を
聴

く
生
徒
た
ち
も
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
手
拍
子
を
入
れ

る
な
ど
、
舞
台
と
客
席
が

一
体
と
な
っ
た
素
敵
な
音

楽
鑑
賞
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は

生
徒
や
教
職
員
参
加
型
の

企
画
も
あ
り
、
ラ
テ
ン
音

楽
演
奏
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
希
望
者
か
ら
選
ば
れ
た

中
学
生
と
高
校
生
が
メ
ン

バ
ー
の
ご
指
導
の
も
と
、

楽
団
の
皆
様
と
即
席
で
の

合
同
演
奏
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
。

幕
間
や
終
演
後
に
メ
ン

バ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
に

生
徒
が
質
問
す
る
姿
も
あ

り
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
九
学
祭
」大
盛
況
！

高校
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12
月
13
日
㈯
、九
州
学

院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る

敬
愛
西
寮
の
前
庭
に
お
い

て
、前
年
度
に
続
き
２
回

目
の
同
窓
会
主
催「
敬
愛

寮
生
ら
と
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、親
元
を
離

れ
て
学
業
や
部
活
に
励
ん

で
い
る
敬
愛
尞
生
ら
の
昼

食
に
ご
馳
走
を
提
供
し
て

元
気
付
け
よ
う
と
、九
州

学
院
同
窓
会
、育
友
会
が

企
画
し
た
も
の
で
す
。会

場
に
は
寮
生
の
他
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
部
活
生
等
約
２

０
０
人
が
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・

ラ
ー
メ
ン
・
唐
揚
げ
な
ど

の
ご
馳
走
を
味
わ
い

な
が
ら
歓
談
し
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。今

回
も
食
材
の
他
必
要

品
等
の
す
べ
て
を
同

窓
会
有
志
の
方
々
か

ら
ご
提
供
を
頂
き
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
味

千
ラ
ー
メ
ン
）に
も
ご

登
場
頂
き
ま
し
た
。

準
備
や
調
理
や
後
片

付
け
ま
で
、育
友
会
、

教
職
員
、同
窓
会
有
志
の

皆
様
に
お
世
話
を
頂
き
ま

し
た
。

地域・職域などの同窓会
11月22日	九学天草会
11月29日	牛深九学会
12月13日	義務制教職員同窓会
12月27日	阿蘇中部同窓会
 1月15日	経済交流会
 1月30日	市役所同窓会
（学級、学年、部活の同窓会などを除く）

「
九
学
同
窓
会
だ
よ
り
」

　
　
編
纂
人
・
小
手
川
勲

令
和
の
三
冠
王
が
新
天
地
へ

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」を
開
催

ブ
ラ
ウ
ン･

メ
モ
リ
ア
ル･

チ
ャ
ペ
ル
で

１
月
12
日（
月
・
祝
日
）、

九
州
学
院
ブ
ラ
ウ
ン･

メ

モ
リ
ア
ル･

チ
ャ
ペ
ル
に
お

い
て「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

（
同
窓
会
若
手
の
会
主

管
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、二
十
歳
を
迎

え
る
卒
業
生
を
母
校
に
迎

え
て
祝
福
し
、記
念
礼
拝

を
中
心
に
恩
師
・
先
輩
・
家

族
で
お
祝
い
す
る
心
の
こ

も
っ
た
集
ま
り
で
す
。

会
に
は
今
年
二
十
歳
を

迎
え
る
Ｓ
76
回
・
Ｊ
74
回

の
卒
業
生
約
２
０
０
名
の

ほ
か
に
ご
家
族
、恩
師
を

中
心
に
約
３
０
０
名
が
参

列
し
、齊
藤
基
聖
書
科
主

任
の
司
式
で
厳
粛
な
祝
福

礼
拝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
列
者
は
声
高
ら
か
に
讃

美
歌
を
歌
い
、中
島
康
文

九
州
学
院
長
の
お
祝
い
の

説
教
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
礼
拝
の
後

に
在
学
時
の
担
任
の
先
生

や
山
口
章
太
若
手
の
会
会

長
な
ど
か
ら
祝
辞
を
頂
戴

し
、そ
れ
に
応
え
て
横
溝

正
泰
氏（
元
九
州
学
院
高

校
生
徒
会
長
）が
代
表
し

て
謝
意
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。最
後
に
山
崎
雄
三

若
手
の
会
副
会
長
の
締
め

の
挨
拶
で
無
事
に
会
を
終

了
し
、そ
の
後
、全
員
で
記

念
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。新
成
人
の
皆
さ
ん
の
今

後
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

祈
り
致
し
ま
す
。

敬
愛
寮
生
ら
と
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
会

「大王のひつぎ実験航海」
20周年の記念イベント
〜九学同窓生の二人が中心的役割〜

今から20年程
前の2005年夏、

「大王のひつぎ
実験航海」という
一大イべントが
行われました。こ
れは近畿地方の
大王天皇の石棺

に九州の阿蘇馬門石が使われた理由を探ると共に巨石の海路
運搬の可能性を実証することを大きな目的としたものでした。
復元した古代船「海王」が7トンの石棺を載せた「有明」・「火の
国」を曳いた船団は、7月24日に宇土港を出航、有明海から
北部九州沿岸、関門海峡を通って瀬戸内海、明石海峡を経て
大阪湾へまでの1006㌔を手漕ぎで進む航海に34日間で成
功したのです。実はこの古代のなぞを解明するためのプロジェ
クトの計画責任者は下川伸也氏（S31回・1979年卒 / 国立
研究開発法人水産研究・教育機構水産大学校校長）で、大航海
の主役の石棺を制作したのは彫刻家の髙濱英俊氏（S28回・
1976年卒）の九学OBコンビだったことは素晴らしいことで
す。昨年、2025年10月18日に宇土市民会館大会議室に於
いて「大王のひつぎ
実 験 航 海20周 年
記念講演会・パネル
ディスカッション」が
開催され、この二人
も参加しました。パ
ネリスト下川氏はこ
の偉大な事業を振
り返り、古代の石棺
輸送の意義などに
ついて語りました。

ボ
ク
シ
ン
グ
Ｗ
Ｂ
Ａ
バ

ン
タ
ム
級
王
者
・
堤
聖
也

選
手（
角
海
老
宝
石
／
Ｓ

66
回
・
２
０
１
２
年
卒
）は
、

12
月
17
日
に
東
京
・
両
国

国
技
館
で
同
級
暫
定
王

者
ノ
ニ
ト
・
ド
ネ
ア
選
手

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）と
タ
イ
ト

ル
戦
を
行
い
、壮
絶
な
打

ち
合
い
の
末
に
判
定
勝
ち

し
同
級
２
度
目
の
防
衛
を

果
た
し
ま
し
た
。試
合
前

半
は
挑
戦
者
の
猛
攻
を
受

け
た
王
者
が
劣
勢
で
４
回

に
は
効
果
的
な
一
打
を
浴

び
て
ふ
ら
つ
く
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。し
か
し
そ
の

後
は
壮
絶
な
打
ち
合
い
を

繰
り
広
げ
な
が
ら
徐
々
に

盛
り
返
し
、結
果
的
に
は

判
定
２

－

１
の
僅
差
で
の

勝
利
と
な
り
ま
し
た
。王

者
の
堤
選
手
は「
ギ
リ
ギ

リ
だ
っ
た
。ド
ネ
ア
選
手

の
レ
ジ
ェ
ン
ド
の
左
パ
ン
チ

フ
ッ
ク
は
強
く
、負
け
の
流

れ
と
な
っ
た
が
な
ん
と
か

頑
張
れ
た
」と
試
合
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

Ｌ
Ａ
Ｄ
山
本
選
手
の

通
訳
が
母
校
訪
問

園
田
芳
大
氏（
Ｓ
48
回
）

米
大
リ
ー
グ
の
ワ
ー
ル

ド
シ
リ
ー
ズ
で
最
優
秀

選
手（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）に
輝
い
た

ド
ジ
ャ
ー
ス
の
山
本
由
伸

投
手
の
専
属
通
訳
の
園
田

芳
大
氏（
Ｓ
48
回
・
１
９
９

６
年
卒
）が
一
時
帰
国
し
、

12
月
８
日
に
母
校
を
訪
れ

ま
し
た
。こ
の
日
は
３
号

館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
集

ま
っ
た
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ

ス（
各
学
年
２
ク
ラ
ス
）の

生
徒
達
に
、現
在
の
ア
メ

リ
カ
で
の
生
活
や
こ
れ
ま

で
の
経
験
等
を
話
し「
将

来
の
目
標
に
向
か
っ
て
近

道
で
な
く
回
り
道
で
あ
っ

て
も
堅
実
に
努
力
を
重

ね
る
よ
う
に
」と
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

商
工
会
主
催
・
主
張

発
表
大
会
で
優
勝

森
永
一
美
氏（
Ｓ
54
回
）

南
小
国
町
議
会
の
森
永

一
美
氏（
Ｓ
54
回
・
２
０
０

２
年
卒
）は
全
国
商
工
会

女
性
部
連
合
会
主
催
の
主

張
発
表
大
会
の
熊
本
県
予

選
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事

賞
を
受
賞
し
、７
月
に
福

岡
で
開
か
れ
た
九
州
大
会

に
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。同
大
会
は
女
性

部
活
動
の
活
性
化
や
地
域

振
興
発
展
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

「
美
し
い
里
山
を
子
ど
も

達
に
繋
ぐ
た
め
に
」の
演

題
で
10
分
間
の
熱
弁
で
し

た
が
惜
し
く
も
全
国
大

会
に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し

た
。森
永
氏
は
２
０
１
９
年

か
ら
南
小
国
町
の
唯
一
の

女
性
議
員
と
し
て
４
人
の

子
供
も
育
て
な
が
ら
活
躍

中
で
す
。な
お
、同
町
の
高

橋
周
二
町
長
も
九
州
学
院

の
卒
業
生（
Ｓ
43
回
・
１
９

９
１
年
卒
）で
す
。今
後
の

さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

等
で
存
在
感
を
発
揮

鶴
川
正
也
氏（
Ｓ
73
回
）

井
川
龍
人
氏（
Ｓ
71
回
）

２
０
２
６
年
１
月
１
日

に「
第
70
回
全
日
本
実
業

団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」

が
群
馬
県
庁
発
着
７
区
間

（
１
０
０
㌔
）で
開
催
さ

れ
、創
部
10
年
目
の
Ｇ
Ｍ

Ｏ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
グ

ル
ー
プ
が
初
優
勝
し
ま
し

た
。入
社
２
年
目
の
九
学

Ｏ
Ｂ
の
ル
ー
キ
ー
鶴
川
正

也
選
手（
Ｓ
73
回
・
２
０
２

１
年
卒
）は
こ
の
レ
ー
ス
で

ア
ン
カ
ー
を
任
さ
れ
見
事

に
歓
喜
の
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ

を
切
り
ま
し
た
。

ま
た
、注
目
の
旭
化
成

の
井
川
龍
人
選
手（
Ｓ
71

回
・
２
０
１
９
年
卒
）は
最

終
７
区（
15
・
６
キ
ロ
）で
区

間
新
記
録
を
マ
ー
ク
す
る

大
健
闘
で
し
た
。

な
お
、井
川
選
手
は
、昨

年
７
月
に
行
わ
れ
た「
日

本
陸
上
選
手
権
大
会
」で

５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
制

し
、１
月
10
日
㈯
に
タ
ラ
ハ

シ
ー
（
ア
メ
リ
カ
）で
開
催

さ
れ
た「
タ
ラ
ハ
シ
ー
２
０

２
６
世
界
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
選
手
権
大
会
」に
シ

ニ
ア
男
子
10
㎞
の
日
本
代

表
選
手
と
し
て
出
場
し
、

世
界
の
大
舞
台
で
奮
闘
し

ま
し
た
。

プ
ロ
野
球
選
手
の
村
上

宗
隆
選
手（
Ｓ
70
回
・
２

０
１
８
年
卒
）は
、ヤ
ク
ル

ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
か
ら
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
米

大
リ
ー
グ
の
古
豪
シ
カ
ゴ

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ッ
ク
ス
と
契

約
合
意
し
メ
ジ
ャ
ー
へ
の
移

籍
が
決
ま
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
に
卒
業
と

同
時
に
ヤ
ク
ル
ト
に
入
る

と
、２
０
１
９
年
に
は
新
人

王
に
輝
き
3
年
目
か
ら
は

開
幕
戦
か
ら
4
番
三
塁

手
。２
０
２
２
年
に
は
王
選

手
の
史
上
最
多
記
録
を
ぬ

り
か
え
る
56
本
塁
打
を
放

ち
史
上
最
年
少
の
3
冠
王

と
な
り
ま
し
た
。昨
年
は
故

障
で
前
半
戦
は
戦
列
を
離

れ
ま
し
た
が
１
軍
復
帰
後

に
56
試
合
の
出
場
数
な
が

ら
22
本
塁
打
を
記

録
し
ま
し
た
。

2
大
会
連
続
で

出
場
を
決
め
た
Ｗ

Ｂ
Ｃ
と
、新
天
地

で
の
こ
れ
か
ら
の

活
躍
に
期
待
が
か

か
り
ま
す
。

〇
10
月
17
日
、１
号
館

会
議
室
に
お
い
て「
奨
学

生
・
給
費
生
を
励
ま
す
会
」

が
開
催
さ
れ
、中
高
生（
38

人
が
有
資
格
者
）・
同
窓

会
役
員
は
じ
め
学
院
関
係

者
が
出
席
し
ま
し
た
。

開
会
の
お
祈
り
に
続
い

て
、三
浦
陽
二
同
窓
会
副

会
長
ら
が
激
励
の
言
葉
を

送
り
、こ
れ
に
応
え
奨
学

生
・
給
費
生
が
一
人
ず
つ

自
己
紹
介
と
決
意
表
明
を

行
い
ま
し
た
。

〇
１
月
23
日
、「
新
卒
業

生
ク
ラ
ス
代
表
と
同
窓
会

役
員
の
懇
親
会
」が
会
議

室
で
行
わ
れ
、新
た
に
卒

業
し
て
同
窓
会
の
一
員
と

な
る
生
徒
達
と
同
窓
会
役

員
の
交
流
の
機
会
を
持
ち

ま
し
た
。

Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
王
者

三
度
目
の
防
衛
成
功

堤
聖
也
氏（
Ｓ
66
回
）

同
窓
会
だ
よ
り

九州学院大同窓会
総会・懇親会

〜歴史を見つめ、未来に乾杯〜
日付：2026年4月17日㈮
場所：熊本ホテルキャッスル

北朝鮮拉致被害者
松木薫氏（S24回）の救出を
松木氏は1980年スペイン留学中に拉致
され、現在も北朝鮮に抑留。弟の信宏氏
（S43回）が拉致被害者家族会で活動中。

髙濱氏制作の石棺

下川伸也水産大校長 彫刻家髙濱英俊氏

鶴川正也選手

井川龍人選手
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①
秋
の
講
演
会
を
開
催

11
月
20
日
㈭
、九
州
学

院
ブ
ラ
ウ
ン
・
メ
モ
リ
ア

ル
・
チ
ャ
ペ
ル
に
て
、育
友

会
秋
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。今
回
の
講
師

と
し
て
九
州
学
院
卒
業
生

で
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被

害
者
で
あ
る
松
木
薫
さ
ん

（
Ｊ
22
・
Ｓ
24
）の
弟
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
松
木
信
宏
さ
ん

（
Ｊ
41
・
Ｓ
43
）を
お
迎
え

し
て『
兄
と
の
再
会
を
願
っ

て
』の
演
題
で
ご
講
演
を

た
ま
わ
り
ま
し
た
。

ご
講
演
の
結
び
で
松
木

さ
ん
は「
拉
致
問
題
が
こ

れ
だ
け
の
年
数
が
経
過
し

て
未
だ
に
解
決
し
て
お
ら

ず
、も
ど
か
し
い
と
の
思
い

も
あ
る
の
で
す
が
、私
と

し
て
は
こ
れ
ま
で
積
み
重

ね
て
き
た
も
の
を
い
か
し

な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。そ

し
て
、そ
れ
ら
を
無
に
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
私

に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。次

に
こ
の
九
州
学
院
で
行
わ

れ
る
集
ま
り
に
は
私
が
登

壇
す
る
の
で
は
な
く
、無

事
に
連
れ
帰
る
こ
と
が
で

き
た
兄
自
身
が
こ
こ
に
立

ち
、『
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
！
』と
元
気
な
姿
で
皆

様
に
御
礼
の
ご
挨
拶
が
で

き
る
よ
う
な
状
況
を
つ
く

り
出
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」と
の
決
意
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

松
木
薫
さ
ん
は
１
９
８
０

年
に
留
学
先
の
ス
ペ
イ
ン

で
拉
致
被
害
者
と
な
り
、

現
在
も
北
朝
鮮
に
抑
留
さ

れ
て
い
ま
す
。松
木
信
宏
さ

ん
は
拉
致
被
害
者
家
族
会

に
参
加
し
て
、薫
さ
ん
を

含
む
全
被
害
者
の
救
出
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
支
援

毎
年
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
本
年
度
も

提
供
し
、点
灯
式
に
も
出

席
し
ま
し
た
。ま
た
、中
高

生
徒
会
役
員
が
企
画
し
た

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
、

育
友
会
が
協
賛
と
し
て
支

援
い
た
し
ま
し
た
。

②
九
学
祭
に
出
店
参
加

11
月
１
日
㈯
、九
学
祭

の
一
般
公
開
に
際
し
て
、中

学
校（
合
同
）･

高
１･

高

２･

高
３･

執
行
部
の
５
団

体
が
特
製
グ
ッ
ズ
の
販
売

や
食
バ
ザ
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。ど
の
模
擬
店
も
開

店
時
か
ら
多
く
の
客
を
集

め
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

④
校
内
外
行
事
へ
の
参
加

11
月
21
日
㈮
、熊
本
県

私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

と
熊
本
県
私
立
学
校
保
護

者
会
が
主
催
し
て
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
熊
本
で
開
催
さ
れ

た
第
49
回
熊
本
県
私
学
振

興
大
会
に
執
行
部
と
学
年

長
な
ど
約
20
人
が
参
加
し

ま
し
た
。大
会
行
事
の
中

で
行
わ
れ
た
全
国
優
勝
者

表
彰（
１
面
参
照
）で
は
優

勝
の
偉
業
を
称
え
る
大
き

な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
同
窓
会
主

催
に
よ
る
敬
愛
寮
生
へ
の

行
事
や
、12
月
14
日
㈰
に

ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
広
場
で
行

わ
れ
た
く
ま
も
と
高
校
生

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
本
面
記

事
参
照
）な
ど
の
行
事
に

参
加
協
力
し
ま
し
た
。

育
友
会
活
動
報
告（
10
月
〜
１
月
）

12
月
17
日
㈬
、
熊
本
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の

２
０
２
５
年
は
日
本
に

お
い
て｢

戦
後
80
年｣

そ
し

て｢

原
爆
被
爆
80
年｣

の
節

目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
６
月
に
は

沖
縄
戦
の
終
結
、８
月
に

は
広
島
と
長
崎
へ
の
原
子

爆
弾
投
下
な
ど
戦
時
下
に

お
い
て
は
数
多
く
の
尊
い

生
命
が
戦
争
と
そ
の
混
乱

の
中
で
失
わ
れ
ま
し
た
。

終
戦
以
降
80
年
間
、さ

ま
ざ
ま
な
問
題
と
課
題
を

抱
え
な
が
ら
も
日
本
は
戦

争
の
当
事
国
と
な
る
こ
と

な
く｢

平
和
を
享
受｣

し
て

き
ま
し
た
。こ
の
節
目
の

年
に
あ
た
り
、高
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
で
は
今
一
度

部
員
一
人
ひ
と
り
に
真
の

平
和
の
尊
さ
や
戦
争
の
実

相
を
学
ぶ
機
会
を
持
つ
た

め
に
ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー

を
企
画
し
、約
30
人
の
部

員
有
志
と
引
率
教
師
４
人

皆
さ
ま
が
来
校
さ
れ
、
毎

冬
恒
例
の
「
献
血
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
九
州
学
院
高
校
の

生
徒
と
教
職
員
は
長
年
に

わ
た
っ
て
献
血
に
協
力
を

し
て
き
た
実
績
が
あ
り
、

今
回
も
呼
び
か
け
に
応
え

た
高
校
３
年
生
を
中
心
に

約
80
人
が
献
血
を
行
い
ま

し
た
。
現
在
で
も
全
国
的

に
輸
血
用
血
液
の
不
足
状

態
が
継
続
し
て
い
る
と
い

わ
れ
、
今
回
の
献
血
が
少

し
で
も
お
役
に
立
て
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

が
、鹿
児
島
県
南
九
州
市

知
覧
を
体
育
祭
代
休
日
の

９
月
29
日
㈪
に
訪
れ
、研

鑽
の
場
に
臨
み
ま
し
た
。

参
加
者
一
行
は
初
め
に

知
覧
特
攻
平
和
会
館
を
訪

問
。語
り
部
さ
ん
か
ら
の

講
話
で
は
、資
料
見
学
で

は
わ
か
り
に
く
い
当
事
者

の
思
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

拝
聴
し
て
、よ
り
深
い
学

び
の
機
会
を
得
ま
し
た
。

そ
の
後
、館
内
の
展
示

資
料
を
神
妙
な
面
持
ち
で

観
覧
し
た
部
員
た
ち
は
、

知
覧
町
内
に
あ
る
ホ
タ
ル

館
富
屋
食
堂
に
移
動
。現

在
は
記
念
資
料
館
と
な
っ

て
い
る
食
堂
内
で
資
料
を

見
な
が
ら
当
時
の
人
々
の

思
い
に
自
身
の
思
い
を
重

ね
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

帰
校
後
、九
学
祭
で
は

代
表
生
徒
が
概
要
を
全
校

生
徒
に
発
表
し
ま
し
た
。

12
月
14
日
㈰
、熊
本
市

水
前
寺
江
津
湖
公
園
ジ
ェ

ー
ン
ズ
邸
広
場
に
お
い
て

第
14
回
く
ま
も
と
高
校
生

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
熊
本
県
内
の
主
に

私
立
高
校
に
通
う
高
校
生

有
志
が
中
心
と
な
っ
て
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、毎

年
テ
ー
マ
を
決
め
て
高
校

生
の
視
点
で
考
え
て
訴
え
て

い
く
と
と
も
に
、高
校
生
の

い
き
い
き
と
し
た
姿
を
見

て
い
た
だ
く
こ
と
で
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
輝
い
て
い
る
高

校
生
が
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
目
的
で
毎
年
こ
の

時
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

九
州
学
院
高
校
も
学
校

長
承
認
の
も
と
毎
回
多
く

の
生
徒
が
協
力
を
行
っ
て

お
り
、今
回
も
放
送
部
が

司
会
進
行
を
、チ
ア
ダ
ン

ス
部
が
華
麗
な
演
舞
を
そ

れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。ま

た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
有

志
は
実
行
委
員
と
し
て
企

画
か
ら
運
営
ま
で
重
責
を

担
い
ま
し
た
。フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る｢

群
舞｣

で
は
、本

校
生
徒
を
含
む
２
０
０
人

ほ
ど
の
高
校
生
が
見
事
な

ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
、観

衆
か
ら
感
動
と
応
援
の
意

を
表
す
る
盛
大
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
生
徒
た
ち

の
他
に
、九
州
学
院
育
友

会
有
志
協
賛
と
し
て
会
員

（
保
護
者
）の
皆
様
に
よ

る
出
店
参
加
が
あ
り
、こ

ち
ら
も
多
く
の
お
客
様
で

終
始
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

来
年
度
も
く
ま
も
と
高

校
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

開
催
予
定
で
す
。ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

｢

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

に

生
徒・教
職
員
が
協
力
！

⑤
共
通
テ
ス
ト
受
験
激
励

12
月
19
日
㈮
、大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
受
験
生
の

激
励
会
を
開
催
し
、原
之

薗
浩
会
長
が
激
励
の
言
葉

を
か
け
て
、育
友
会
提
供

｢

合
格
祈
念
グ
ッ
ズ｣

を
受

験
生
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

※
中
学
３
年
生
全
員
に
も

別
途
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

⑥
高
３
卒
業
Ｄ
Ｖ
Ｄ
贈
呈

九
州
学
院
高
校
を
卒
業

す
る
高
校
３
年
生
の
皆
さ

ん
に
、今
回
も
育
友
会
が

卒
業
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ『
Ｓ
78

回
生
の
軌
跡
』を
制
作
し

ま
し
た
。高
校
生
活
３
年

間
を
映
像
や
写
真
で
振
り

返
る
構
成
と
な
り
ま
す
。

※
贈
呈
は
２
月
下
旬
予
定

⑦
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

２
学
期
は
体
育
祭
と
九

学
祭
が
行
わ
れ
た
９
月
と

10
月
に
役
員
有
志
が
輪
番

で
午
前
７
時
半
頃
か
ら
約

１
時
間
、登
校
す
る
子
ど

も
た
ち
に
挨
拶
や
声
か
け

を
行
い
ま
し
た
。１
月
23

日
㈮
朝
は
高
校
３
年
生
最

終
登
校
日
に
あ
わ
せ
て
高

校
３
年
役
員
が
あ
い
さ
つ

運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
講
演『
ク
リ
ス
マ
ス
の
明
と
暗
』

学
校
法
人
九
州
学
院　

中
島
康
文
院
長

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
理
事
長･

九
州
学
院
第
８
代
院
長　

内
村
公
春
先
生

創
立
者
の
精
神
を
覚
え
る
会
講
演

『
自
分
で
自
分
を
監
督
し
、役
に
立
つ
善
人
と
な
れ
』

｢

戦
後
80
年｣

か
ら
考
え
る
ス
タ
デ
ィ･

ツ
ア
ー

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
が
平
和
学
習
で
知
覧
を
訪
問
〜

第
14
回
く
ま
も
と
高
校
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部･

放
送
部･

チ
ア
ダ
ン
ス
部
が
活
躍
〜

12
月
16
日
㈫
、九
州
学

院
３
号
館
ホ
ー
ル
と
各
教

室（
中
継
）で
２
０
２
５
年

度
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
師
は
２
０
２

５
年
７
月
に
九
州
学
院
第

10
代
院
長
に
就
任
し
ま
し

た
中
島
康
文
先
生
で
、『
ク

リ
ス
マ
ス
の
明
と
暗
〜
降

誕
劇（
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）の

背
景
を
探
る
』の
演
題
で

九
州
学
院
で
は
１
月
19

日
を
学
院
の
創
立
記
念
日

（
１
９
１
０
年
同
日
設
立

認
可
、
開
校
は
１
９
１
１

年
）と
定
め
、毎
年
こ
の
時

期
に
記
念
講
演
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。本
年
は

１
月
19
日
㈪
午
後
に「
創

立
者
の
精
神
を
覚
え
る
会

講
演
」を
、九
州
学
院
第
８

代
院
長（
在
任
：
２
０
０

２
年
４
月
〜
２
０
１
３
年

３
月
）を
務
め
ら
れ
た
内

村
公
春
・
九
州
ル
ー
テ
ル

中
高
生
徒
お
よ
び
教
職
員

に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
の
冒
頭
で
、中
島

院
長
が
チ
ャ
プ
レ
ン
を
務

め
る
荒
尾
市
の
シ
オ
ン
園

保
育
所
で
２
０
２
３
年
に

上
演
さ
れ
た
降
誕
劇
の
映

像
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
院
長
は
新
約
聖
書

｢

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書｣

と｢

ル
カ
に
よ
る
福
音
書｣

か
ら
、降
誕
劇
の
各
場
面

（
①
受
胎
告
知
、②
ベ
ツ
レ

ヘ
ム
へ
の
旅
と
宿
探
し
、

③
イ
エ
ス
の
誕
生
、④
羊

飼
い
と
天
使
、⑤
博
士
た

ち
と
星
、⑥
キ
リ
ス
ト
へ

の
捧
げ
も
の
）に
つ
い
て
、

そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
を

含
め
て
丁
寧
に
解
説
し
ま

し
た
。そ
の
中
で
中
島
院

長
は「
聖
書
を
丹
念
に
読

ん
で
い
く
と
、ク
リ
ス
マ

ス
の
場
面
に
は
暗
い
部
分

学
院
理
事
長
を
講
師
に
迎

え
、『
自
分
で
自
分
を
監
督

し
、役
に
立
つ
善
人
と
な

れ
』の
演
題
で
ご
講
演
を

た
ま
わ
り
ま
し
た
。

内
村
先
生
は
生
徒
と
教

職
員
に
向
け
て「
九
州
学

院
の
教
育
は『
平
和
を
願

う
教
育
』で
す
。皆
さ
ん
に

伝
え
た
い
こ
と
は
、九
州

学
院
の
校
訓『
敬
天
愛
人
』

と
教
育
目
標『
自
分
で
自

分
を
監
督
し
、役
に
立
つ

善
人
と
な
れ
』の
素
晴
ら

し
さ
で
す
。こ
れ
は
聖
書

に
あ
る『
世
の
光
・
地
の
塩

を
目
指
す
生
き
方
』す
な

わ
ち『
共
に
生
き
る
こ
と
』

で
す
。皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
こ

の
教
育
目
標
を
見
な
が
ら

ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し

た
ら
い
い
の
か
、九
州
学
院

で
学
ぶ
と
い
う
の
は
何
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
心
に

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
し
っ
か
り
見
る
こ

と
で
、ク
リ
ス
マ
ス
の
明

る
さ（
喜
び
な
ど
）が
よ
く

理
解
で
き
る
の
で
す
」と

説
明
し
ま
し
た
。

講
演
の
結
び
で
中
島

院
長
は「
皆
さ
ん
は
一
人

も
漏
れ
る
こ
と
な
く
、全

員
が『
良
い
た
ま
も
の
』を

持
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て

全
員
が『
神
さ
ま
が
認
め

て
お
ら
れ
る
存
在
』で
あ

る
の
で
す
。イ
エ
ス
さ
ま

の
誕
生
は
当
時
の
人
々
が

必
要
と
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
、神
さ
ま
は

私
た
ち
に
必
要
で
あ
る
と

し
て
イ
エ
ス
さ
ま
を
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
。神
さ
ま

は
皆
さ
ん
と
共
に
い
て
共

に
困
難
を
乗
り
越
え
て
く

だ
さ
る
方
、愛･

喜
び･

希

望
を
く
だ
さ
る
方
で
あ
る

こ
と
を
、ク
リ
ス
マ
ス
の

と
き
に
お
ぼ
え
て
く
だ
さ

い
」と
語
り
ま
し
た
。

し
っ
か
り
受
け
と
め
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。私
は
九

州
学
院
で
院
長
・
校
長
を

務
め
た
と
き
に『
来
て
よ

か
っ
た（
在
校
生
）、や
っ
て

よ
か
っ
た（
保
護
者
）、出

て
よ
か
っ
た（
卒
業
生
）、働

い
て
よ
か
っ
た（
教
職
員
）』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
ま
し

た
。皆
さ
ん
に
は
そ
の
よ

う
な
学
校
づ
く
り
を
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
進
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
、私
は
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
」と
熱

弁
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
、中
学

校
１
年
生
と
高
校
１
年
生

は
、九
州
学
院
創
立
百
周

年
記
念
体
育
館
前
に
あ
る

遠
山
参
良
・
九
州
学
院
初

代
院
長
記
念
碑
の
傍
ら
で

中
島
康
文
院
長
よ
り
遠
山

先
生
に
つ
い
て
学
ぶ
と
き

を
も
ち
ま
し
た
。
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九中
コーナー

九
州
学
院
み
ど
り
幼
稚
園

幼
稚
園
で
の
学
び

新
垣
　
力

認
定
こ
ど
も
園
九
州
学
院

み
ど
り
幼
稚
園
園
長

1
日
中
た
だ
遊
ん
で

過
ご
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
て
も
、子
ど
も
た
ち
は

本
当
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
幼
稚
園
の
生
活
で
学
ん

で
い
ま
す
。「
幼
児
期
の
終

わ
り
ま
で
に
育
っ
て
欲

し
い
姿
」と
し
て
３
つ
の

資
質
・
能
力
、10
の
姿
と

い
っ
た
内
容
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、今
回
は
、そ
れ

と
は
別
に
、皆
さ
ん
の
心

に
も
き
っ
と
響
く
の
で
は

な
い
か
と
私
が
思
う
エ
ッ

セ
イ
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。み
ど
り
幼
稚
園
の
職

員
は
、こ
の
エ
ッ
セ
イ
に

あ
る
言
葉
を
胸
に
刻
み
、

日
々
子
ど
も
た
ち
と
向
き

合
っ
て
い
ま
す
。

　

人
間
、ど
う
生
き
る
か
、

ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
い
、

ど
ん
な
気
持
ち
で
日
々
を

送
れ
ば
い
い
か
、本
当
に

知
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
全
部
残
ら
ず

幼
稚
園
で
教
わ
っ
た
。人

生
の
知
恵
は
大
学
院
と
い

う
山
の
て
っ
ぺ
ん
に
あ
る

の
で
は
な
く
、日
曜
学
校

の
砂
場
に
う
ま
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

何
で
も
み
ん
な
で
分
け

合
う
こ
と
。

ず
る
を
し
な
い
こ
と
。

人
を
ぶ
た
な
い
こ
と
。

人
の
も
の
に
手
を
出
さ

な
い
こ
と
。

誰
か
を
傷
つ
け
た
ら

「
ご
め
ん
な
さ
い
」と
言
う

こ
と
。

使
っ
た
も
の
は
必
ず

も
と
の
と
こ
ろ
に
戻
す
こ

と
。ち

ら
か
し
た
ら
自
分
で

後
片
づ
け
を
す
る
こ
と
。

・
・
・
中
略
・
・
・

不
思
議
だ
な
、と
思
う

気
持
ち
を
大
切
に
す
る
こ

と
。お

も
て
に
出
る
と
き
は

車
に
気
を
つ
け
、手
を
つ
な

い
で
、離
れ
離
れ
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ロ
バ
ー
ト
フ
ル
ガ
ム
著

「
人
生
で
必
要
な
知
恵
は

全
て
幼
稚
園
の
砂
場
で
学

ん
だ
」よ
り

あ
く
ま
で
も「
幼
稚
園
」

と
い
う
場
面
設
定
で
す

が
、一
つ
ひ
と
つ
を
私
た

ち
大
人
に
例
え
て
み
て
も

人
と
し
て
の
生
き
方
に
何

ら
か
の
形
で
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

「
ず
る
を
し
な
い
。人
を

ぶ
た
な
い
。人
の
も
の
に
手

を
出
さ
な
い
。」誰
か
を
傷

つ
け
た
ら「
ご
め
ん
な
さ

い
」と
あ
や
ま
る
こ
と
。と

い
っ
た
こ
と
を
園
児
は
毎

日
の
生
活
で
学
び
ま
す
。

ま
た
、園
の
敷
地
を
出
た

ら
必
ず
手
を
つ
な
ぐ
の

は
、自
分
の
安
全
も
友
だ

ち
の
安
全
も
確
保
し
、自

分
が
道
に
迷
わ
な
い
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、友
だ

ち
も
迷
わ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。大
人
の

世
界
は
複
雑
な
の
で
、園

児
の
世
界
と
同
じ
感
覚

で
論
じ
る
と
笑
わ
れ
る
で

し
ょ
う
が
、お
互
い
の
安
全

を
保
障
し
合
い
、お
互
い
が

道
を
誤
ら
な
い
よ
う
手
を

取
り
合
う
べ
き
で
、「
暴
力

や
破
壊
で
本
当
の
幸
せ
を

手
に
入
れ
る
こ
と
な
ど
で

き
な
い
。」と
本
当
は
み
ん

な
が
分
か
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

剣
道
部

第
41
回
熊
本
市
中
学
生
学
年
別

剣
道
選
手
権
大
会
（
９
月
６
日
）

〈
城
南
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
〉

▽
２
年
の
部

１
位　

坂
本　

皇
芯
（
２
年
）

３
位　

森　

雄
々
士
（
２
年
）

３
位　

福
岡　

亮
馬
（
２
年
）

▽
１
年
の
部

１
位　

田
之
上
剣
大
（
１
年
）

２
位　

福
島　

颯
希
（
１
年
）

３
位　

飯
蓋　

龍
水
（
１
年
）

▽
女
子
１
年
の
部

３
位　

坂
本　

望
風
（
１
年
）

２
位　

中
司　

優
衣
（
１
年
）

第
51
回
菊
池
十
八
外
城
攻
防
少

年
剣
道
大
会

（
10
月
13
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
〉

▽
団
体　

１
、２
位

第
63
回
県
下
中
学
校
剣
道
大
会

（
新
人
戦
）

（
10
月
19
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
〉

▽
団
体　

２
位

第
19
回
熊
本
神
泉
会
旗
・
合
志

市
剣
道
連
盟
会
長
杯
争
奪
九
州

選
抜
少
年
剣
道
錬
成
大
会

（
11
月
23
日
）

〈
合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ

ー
ブ
ル
〉

▽
団
体　

２
位

第
40
回
若
鷲
旗
剣
道
大
会

（
12
月
28
日
）

〈
兵
庫
県
立
武
道
館
〉

▽
団
体　

３
位

柔
道
部

県
下
中
学
生
新
人
柔
道
錬
成
大

会

（
10
月
25
・
26
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
男
子
団
体　

１
位

【
男
子
個
人
】

▽
73
㎏
級

３
位　

松
本　

琉
生
（
２
年
）

▽
90
㎏
級

１
位　

前
田　

就
重
（
２
年
）

３
位　

岡
本　

隼
虎
（
２
年
）

▽
90
㎏
超
級

１
位　

福
嶋　

左
宥
（
２
年
）

空
手
道
部

第
20
回
熊
本
県
中
学
生
空
手
道

新
人
大
会
兼
第
20
回
全
国
中
学

生
空
手
道
選
抜
大
会（

12
月
７
日
）

〈
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
〉

▽
１
年
生
男
子
個
人
形

２
位　

江
頭　

禾
惟
（
１
年
）

▽
２
年
生
男
子
個
人
形

１
位　

下
村　

大
惺
（
２
年
）

▽
２
年
生
女
子
個
人
組
手

３
位　

神
山　

雅
泉
（
２
年
）

水
泳
部

第
57
回
九
州
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競

技
大
会

（
９
月
20
・
21
日
）

〈
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
ク
ア
〉

【
男
子
】（
13
〜
15
歳
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

７
位　

坂
井　

皇
太
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

４
位　

坂
井　

皇
太
（
２
年
）

【
女
子
】（
13
〜
15
歳
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

６
位　

津
志
田
乃
瑛
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

　

３
位　

津
志
田
乃
瑛
（
２
年
）

熊
本
県
秋
季
選
手
権
水
泳
競
技

大
会

（
10
月
11
・
12
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】（
ク
ラ
ス
Ｂ
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

８
位　

木
村　

由
聖
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

２
位　

木
村　

由
聖
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

２
位　

木
村　

由
聖
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

坂
井　

皇
太
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

３
位　

坂
井　

皇
太
（
２
年
）

【
女
子
】（
ク
ラ
ス
Ｂ
）

▽
50
ｍ
自
由
形

２
位　

津
志
田
乃
瑛
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

２
位　

津
志
田
乃
瑛
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

　

２
位　

津
志
田
乃
瑛
（
２
年
）

第
38
回
熊
本
県
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
協
会
水
泳
競
技
大
会

（
12
月
13
・
14
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】（
13
〜
14
歳
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

５
位　

木
村　

由
聖
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

２
位　

木
村　

由
聖
（
２
年
）

▽
50
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

坂
井　

皇
太
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

坂
井　

皇
太
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

坂
井　

皇
太
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５
位　

木
村　

由
聖
（
２
年
）

【
女
子
】（
13
〜
14
歳
）

▽
50
ｍ
自
由
形

３
位　

津
志
田
乃
瑛
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

３
位　

津
志
田
乃
瑛
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

２
位　

津
志
田
乃
瑛
（
２
年
）

弓
道
部

第
33
回
熊
本
県
中
学
生
新
人
弓

道
大
会

（
11
月
30
日
）

〈
南
部
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
〉

▽
男
子
団
体　

２
位

▽
男
子
個
人
２
年
生
の
部

１
位　

河
村　

鴻
虎
（
２
年
）

▽
女
子
個
人
１
年
生
の
部

１
位　

山
下　

凛
乃
（
１
年
）

２
位　

千
代
永
真
来
（
１
年
）

▽
男
子
個
人
１
年
生
の
部

２
位　

鈴
木　

雄
大
（
１
年
）

（
中
学
校
）学
友
会
活
動
成
績

（
９
月
１
日
～
12
月
31
日
）

11
月
20
日
㈭
、今
年
度

も
授
業
参
観
を
兼
ね
た

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル（
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
）

を
行
い
ま
し
た
。本
番
ま

で
授
業
や
休
み
時
間
、放

課
後
な
ど
を
使
い
ク
ラ
ス

一
丸
と
な
っ
て
熱
心
に
練

習
を
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。当
日
も
多
数

の
保
護
者
の
方
が
見
守
る

中
、心
を
一
つ
に
素
晴
ら

し
い
歌
声
を
チ
ャ
ペ
ル
に

響
か
せ
ま
し
た
。保
護
者

の
皆
様
に
は
学
年
ご
と
の

観
覧
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

11
月
4
日
㈫
〜
7
日

㈮
、広
島
・
関
西
方
面
へ
の

研
修
旅
行
を
3
泊
4
日
で

実
施
し
ま
し
た
。

初
日
は
広
島
平
和
記
念

公
園
に
て
平
和
学
習
を
行

い
ま
し
た
。資
料
館
で
被

爆
資
料
な
ど
を
見
学
し
、

改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

熊
本
か
ら
持
参
し
た
千
羽

鶴
を
奉
納
し
、平
和
へ
の

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

2
日
目
は
京
都
市
内

で
自
主
研
修
を
行
い
ま
し

た
。事
前
に
立
て
た
計
画

を
も
と
に
観
光
名
所
を

巡
っ
た
り
家
族
へ
お
土
産

を
買
っ
た
り
と
、各
班
充

実
し
た
内
容
で
し
た
。

3
日
目
は
奈
良
公
園
を

訪
れ
、奈
良
公
園
内
、南
大

門
、東
大
門
の
見
学
を
行

い
、歴
史
・
文
化
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。午
後
は
カ
ッ

プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
訪
れ
、発
明
・
発
見

の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
ま

し
た
。ま
た
、オ
リ
ジ
ナ
ル

ラ
ー
メ
ン
作
り
も
楽
し
そ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。最

終
日
は
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
へ

行
き
ま
し
た
。ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
乗
っ
た
り
、買

い
物
を
し
た
り
と
友
人
同

士
と
て
も
楽
し
ん
で
い
る

様
子
で
し
た
。

４
日
間
を
通
し
て
天
候

に
も
恵
ま
れ
、体
調
不
良

者
も
一
人
も
出
る
こ
と
な

く
無
事
研
修
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。歴
史

や
文
化
、風
土
に
触
れ
な

が
ら
、集
団
行
動
や
集
団

生
活
を
通
し
て
、ク
ラ
ス

や
学
年
の
仲
間
意
識
、規

範
・
協
同
・
奉
仕
の
精
神
を

学
ぶ
と
て
も
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施

〜
美
し
い
歌
声
が
チ
ャ
ペ
ル
に
響
く
〜

中学2年生　充実した研修旅行
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全
九
州
高
等
学
校
体
育
大
会
男

子
第
78
回
全
九
州
高
等
学
校
駅

伝
競
走
大
会

（
11
月
15
日
）

〈
嘉
麻
市
嘉
穂
総
合
運
動
公
園

周
辺
コ
ー
ス
〉

　

２
位　

久
保
・
洞
口
・
渕
上
・

　

山
﨑
・
近
藤
・
新
立
・

　

永
本

第
78
回
熊
本
市
中
長
距
離
陸
上

競
技
選
手
権
大
会

（
11
月
22
日
）

〈
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
〉

▽
男
子
高
校
５
０
０
０
ｍ

４
位　

渕
上　

颯
大
（
２
年
）

第
４
回
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｅ
カ
ッ
プ

陸
上
競
技
大
会（

11
月
23
・
24
日
）

〈
国
立
競
技
場
〉

▽
女
子
２
部
車
い
す
１
０
０
ｍ

１
位　

原　

か
の
ん
（
２
年
）

▽
女
子
２
部
車
い
す
４
０
０
ｍ

２
位　

原　

か
の
ん
（
２
年
）

第
50
回
熊
本
甲
佐
10
マ
イ
ル
公

認
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
記
念
大
会

（
12
月
7
日
）

▽
10
㎞
高
校
男
子
の
部

２
位　

洞
口
稟
太
郎
（
３
年
）

チ
ア
ダ
ン
ス
部

第
25
回
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選

手
権
大
会
２
０
２
５
九
州
予
選

大
会

（
９
月
27
日
）

〈
福
岡
市
総
合
体
育
館
〉

▽
高
校
生
編
成Pom

部
門Sm

all

２
位

第
25
回
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選

手
権
大
会
２
０
２
５（

12
月
１
日
）

〈
東
京
体
育
館
〉

▽
高
校
生
編
成Pom

部
門Sm

all

　

２
位

吹
奏
楽
部

第
51
回
熊
本
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト

（
12
月
７
日
）

〈
御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
〉

▽
打
楽
器
四
重
奏　

銀

棋
道
愛
好
会

第
34
回
全
国
高
等
学
校
文
化
連

盟
将
棋
新
人
大
会
熊
本
県
大
会

（
11
月
15
日
）

〈
水
前
寺
共
済
会
館
グ
レ
ー
シ
ア
〉

▽
個
人

３
位　

森
下　

大
輝
（
１
年
）

吟
詠
剣
詩
舞（
個
人
）

第
36
回
郷
土
芸
能
代
表
選
考
会

及
び
吟
詠
剣
詩
舞
発
表
会

（
12
月
16
日
）

〈
ウ
イ
ン
グ
松
橋
〉

▽
第
38
回
県
総
文
祭
・
第
50
回

全
国
総
文
祭
出
場
（
推
薦
）

　

本
田
す
み
れ
（
２
年
）

柔
道
部

県
下
高
校
柔
道
大
会

（
10
月
11
・
12
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
男
子
団
体　

1
位

▽
女
子
団
体　

1
位

【
男
子
個
人
】

▽
66
㎏
級

　

１
位　

岩
尾　

颯
真
（
１
年
）

▽
73
㎏
級

　

２
位　

下
村　

修
平
（
２
年
）

▽
81
㎏
級

　

３
位　

三
澤　

絢
人
（
１
年
）

▽
90
㎏
級

２
位　

増
田　

幸
大
（
１
年
）

３
位　

平
山　

雄
盛
（
１
年
）

▽
１
０
０
㎏
級

１
位　

東　
　

大
遼
（
２
年
）

２
位　

高
橋　

治
守
（
２
年
）

▽
１
０
０
㎏
超
級

１
位　

楠
本　

夢
人
（
２
年
）

【
女
子
個
人
】

▽
52
㎏
級

２
位　

野
住
は
る
か
（
２
年
）

▽
63
㎏
級

１
位　

吉
永　

衣
織
（
１
年
）

３
位　

田
頭　

柚
葉
（
１
年
）

▽
78
㎏
級

１
位　

石
橋　

菜
々
（
２
年
）

第
29
回
九
州
高
等
学
校
新
人
柔

道
大
会

（
11
月
15
・
16
日
）

〈
長
崎
県
諫
早
市
小
野
体
育
館
〉

▽
男
子
団
体　

5
位

▽
女
子
団
体　

3
位

【
男
子
個
人
】

▽
66
㎏
級

　

３
位

岩
尾　

颯
真
（
１
年
）

▽
73
㎏
級

　
ベ
ス
ト
８　

下
村　

修
平（
２
年
）

▽
１
０
０
㎏
級

　
ベ
ス
ト
８

東　
　

大
遼
（
２
年
）

▽
１
０
０
㎏
超
級

３
位

楠
本　

夢
人
（
２
年
）

【
女
子
個
人
】

▽
52
㎏
級

　
ベ
ス
ト
８

野
住
は
る
か
（
２
年
）

▽
63
㎏
級

　

２
位

吉
永　

衣
織
（
１
年
）

▽
78
㎏
級

３
位

石
橋　

菜
々
（
２
年
）

剣
道
部

第
44
回
県
下
高
等
学
校
学
年
別

剣
道
選
手
権
大
会
（
９
月
７
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
２
年
の
部

１
位

石
橋　

智
紀
（
２
年
）

２
位

石
田　

琢
真
（
２
年
）

３
位

田
村　

悠
善
（
２
年
）

３
位

池
嶋　
　

優
（
２
年
）

▽
１
年
の
部

１
位　

落
合　

瞳
真
（
１
年
）

３
位

宮
里　

兼
心
（
１
年
）

３
位

井
手　

琥
陽
（
１
年
）

第
３
回
全
国
高
校
選
抜
剣
道
錬

成
大
会

（
10
月
25
日
）

〈
日
環
ア
リ
ー
ナ
栃
木
〉

▽
団
体　

１
位

第
４
回
福
岡
大
学
長
旗
高
等
学

校
選
抜
剣
道
大
会
（
10
月
26
日
）

〈
福
岡
大
学
第
二
記
念
会
堂
〉

▽
団
体　

３
位

熊
本
県
下
高
等
学
校
新
人
剣
道

大
会
兼
第
40
回
九
州
高
等
学
校

選
抜
剣
道
大
会
県
予
選
会

（
11
月
８
・
９
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
団
体　

１
位

▽
個
人

１
位　

石
橋　

智
紀
（
２
年
）

３
位　

田
村　

悠
善
（
２
年
）

第
26
回
青
龍
旗
高
校
剣
道
大
会

（
12
月
20
日
）

〈
菊
陽
町
総
合
体
育
館
〉

▽
団
体　

１
位

第
42
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会

剣
道
大
会

（
12
月
26
日
）

〈
千
葉
県
国
際
武
道
大
学
〉

▽
団
体　

３
位

空
手
道
部

熊
本
県
高
等
学
校
空
手
道
新
人

大
会

（
10
月
17
〜
19
日
）

〈
文
徳
高
校
〉

▽
男
子
団
体
形
の
部

1
位

▽
男
子
団
体
組
手
の
部
5
人
制

　

３
位

▽
女
子
団
体
組
手
の
部
3
人
制

　

１
位

【
男
子
個
人
】

▽
形１

位　

下
村　

大
翔
（
２
年
）

２
位　

神
山　

紀
仁
（
１
年
）

▽
組
手
︲
61
㎏
級

２
位　

大
場　

悠
太
（
２
年
）

▽
組
手
︲
68
㎏
級

２
位　

下
村　

大
翔
（
２
年
）

４
位　

泉
田　

憧
哉
（
２
年
）

【
女
子
個
人
】

▽
組
手
︲
48
㎏
級

３
位　

松
田　

帆
加
（
２
年
）

▽
組
手
︲
66
㎏
級

３
位　

古
賀　

理
咲
（
１
年
）

第
45
回
全
九
州
高
等
学
校
空
手

道
新
人
大
会
（
12
月
19
〜
21
日
）

〈
長
崎
県
立
総
合
体
育
館
〉

▽
男
子
団
体
組
手
（
５
人
制
）

　

九
州
北
ブ
ロ
ッ
ク　

３
位

▽
男
子
個
人
形

九
州
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

３
位　

下
村　

大
翔
（
２
年
）

▽
男
子
個
人
組
手
︲
61
㎏
級

　

九
州
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

３
位　

大
場　

悠
太
（
２
年
）

▽
男
子
個
人
組
手
︲
68
㎏
級

　

九
州
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

３
位　

下
村　

大
翔
（
２
年
）

弓
道
部

熊
本
県
高
等
学
校
弓
道
競
技
大

会

（
10
月
４
・
５
日
）

〈
八
代
市
弓
道
場
〉

▽
女
子
団
体　

１
位

▽
男
子
団
体　

２
位

▽
女
子
個
人

１
位　

久
保
田
紗
央
（
１
年
）

第
33
回
九
州
高
等
学
校
弓
道
新

人
選
手
権
大
会（
11
月
１
・
２
日
）

〈
博
多
の
森
弓
道
場
〉

▽
男
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

第
44
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選

抜
大
会
県
予
選
会（11

月
８
・
９
日
）

〈
熊
本
市
植
木
弓
道
場
〉

▽
男
子
団
体　

１
位

▽
男
子
個
人

３
位　

冨
永　

雄
矢
（
１
年
）

第
44
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選

抜
大
会

（
12
月
23
〜
25
日
）

〈
静
岡
県
武
道
館
〉

▽
男
子
団
体　

ベ
ス
ト
16

水
泳
部

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
９
月
13
〜
15
日
）

〈
滋
賀
県
イ
ン
フ
ロ
ニ
ア
草
津
ア

ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
〉

▽
男
子
８
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　

６
位　

藤
原
・
藤
本
・
福
味

（
第
87
回
末
弘
杯
）
全
九
州
高

等
学
校
選
手
権
新
人
水
泳
競
技

大
会

（
9
月
27
・
28
日
）

〈
福
岡
市
立
総
合
西
市
民
プ
ー
ル
〉

【
男
子
】

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

４
位　

藤
本　

拓
真
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

２
位　

藤
本　

拓
真
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

７
位　

福
田　

悠
雅
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

６
位　

中
村　

英
太
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５
位　

福
本　

琉
偉
（
２
年
）

７
位　

松
岡　

華
冬
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

４
位　

松
島　
　

瑞
（
２
年
）

　

７
位　

内
田　
　

匠
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

６
位　

松
島　
　

瑞
（
２
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

６
位

【
女
子
】

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

　

６
位　

鳥
井
あ
い
ら
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

　

４
位　

鳥
井
あ
い
ら
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

大
田　

朱
莉
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

大
田　

朱
莉
（
２
年
）

熊
本
県
秋
季
選
手
権
水
泳
競
技

大
会

（
10
月
11
・
12
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】（
ク
ラ
ス
Ｃ
）

▽
50
ｍ
自
由
形

２
位　

福
味　

昂
一
（
３
年
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

藤
原　

琉
誠
（
３
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

藤
原　

琉
誠
（
３
年
）

８
位　

松
岡　

華
冬
（
１
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

藤
原　

琉
誠
（
３
年
）

３
位　

福
田　

悠
雅
（
１
年
）

６
位　

古
屋
心
太
朗
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

４
位　

中
村　

英
太
（
２
年
）

５
位　

松
島　
　

瑞
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

１
位　

中
村　

英
太
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

８
位　

坂
井　

優
日
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

５
位　

松
島　
　

瑞
（
２
年
）

７
位　

坂
井　

優
日
（
２
年
）

▽
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５
位　

松
永　

蒼
生
（
３
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

１
位　

福
味　

昂
一
（
３
年
）

５
位　

松
永　

蒼
生
（
３
年
）

８
位　

福
本　

琉
偉
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

松
岡　

華
冬
（
１
年
）

３
位　

福
本　

琉
偉
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

３
位　

内
田　
　

匠
（
２
年
）

８
位　

津
地　

佑
星
（
１
年
）

▽
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

１
位　

松
島　
　

瑞
（
２
年
）

３
位　

内
田　
　

匠
（
２
年
）

６
位　

福
田　

悠
雅
（
１
年
）

８
位　

津
地　

佑
星
（
１
年
）

【
女
子
】（
ク
ラ
ス
Ｃ
）

▽
50
ｍ
自
由
形

　

２
位　

奥
村　

柚
奈
（
３
年
）

　

５
位　

鳥
井
あ
い
ら
（
１
年
）

▽
４
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

中
村
つ
ば
さ
（
３
年
）

５
位　

鳥
井
あ
い
ら
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

６
位　

奥
村　

柚
奈
（
３
年
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

大
田　

朱
莉
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

大
田　

朱
莉
（
２
年
）

▽
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

１
位　

中
村
つ
ば
さ
（
３
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

４
位　

大
田　

朱
莉
（
２
年
）

第
38
回
熊
本
県
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
協
会
水
泳
競
技
大
会

（
12
月
13
・
14
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
〉

【
男
子
】（
15
歳
以
上
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

　

１
位　

藤
本　

拓
真
（
２
年
）

　

７
位　

内
田　
　

匠
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

藤
本　

拓
真
（
２
年
）

６
位　

福
田　

悠
雅
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

４
位　

中
村　

英
太
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

２
位　

中
村　

英
太
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

７
位　

坂
井　

優
日
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

２
位　

松
島　
　

瑞
（
２
年
）

３
位　

坂
井　

優
日
（
２
年
）

７
位　

木
下　
　

柊
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

４
位　

松
永　

蒼
生
（
３
年
）

６
位　

福
本　

琉
偉
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位　

松
永　

蒼
生
（
３
年
）

４
位　

福
本　

琉
偉
（
２
年
）

７
位　

松
岡　

華
冬
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

２
位　

内
田　
　

匠
（
２
年
）

３
位　

松
島　
　

瑞
（
２
年
）

４
位　

津
地　

佑
星
（
１
年
）

【
女
子
】（
15
歳
以
上
）

▽
50
ｍ
自
由
形

　

１
位　

中
村
つ
ば
さ
（
３
年
）

　

６
位　

鳥
井
あ
い
ら
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

中
村
つ
ば
さ
（
３
年
）

５
位　

鳥
井
あ
い
ら
（
１
年
）

６
位　

奥
村
レ
イ
サ
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ
自
由
形

１
位　

中
村
つ
ば
さ
（
３
年
）

３
位　

奥
村
レ
イ
サ
（
１
年
）

５
位　

鳥
井
あ
い
ら
（
１
年
）

７
位　

石
川　

史
乃
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

大
田　

朱
莉
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

１
位　

大
田　

朱
莉
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

６
位　

石
川　

史
乃
（
１
年
）

ボ
ク
シ
ン
グ
部

熊
本
県
高
等
学
校
新
人
ボ
ク
シ

ン
グ
競
技
大
会（

10
月
23
〜
26
日
）

〈
県
立
総
合
体
育
館
〉

【
男
子
Ａ
パ
ー
ト
】

▽
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

　

１
位　

朝
倉　

結
叶
（
１
年
）

▽
フ
ラ
イ
級

３
位　

中
園　

興
人
（
２
年
）

▽
バ
ン
タ
ム
級

２
位　

中
田　

陸
登
（
２
年
）

【
男
子
Ｂ
パ
ー
ト
】

▽
ピ
ン
級

１
位　

杉
野　

惣
一
（
１
年
）

▽
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

３
位　

丸
木　

湧
心
（
１
年
）

▽
フ
ラ
イ
級

１
位　

嶋
崎　

太
星
（
１
年
）

▽
バ
ン
タ
ム
級

２
位　

濵
砂　

春
翔
（
１
年
）

３
位　

中
村　

史
穏
（
１
年
）

【
女
子
】

▽
ピ
ン
級

３
位　

田
上　

佳
凜
（
１
年
）

▽
フ
ラ
イ
級

３
位　

大
塚　

姫
菜
（
１
年
）

▽
フ
ェ
ザ
ー
級

１
位　

長
野　

実
緒
（
２
年
）

２
位　

橋
井　
　

楓
（
１
年
）

３
位　

田
尻　

千
海
（
１
年
）

▽
ラ
イ
ト
級

２
位　

平
井
富
和
子
（
１
年
）

第
57
回
全
九
州
高
等
学
校
新
人

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
大
会

（
11
月
６
〜
９
日
）

〈
宮
崎
県
立
総
合
体
育
館
〉

▽
男
子
Ｂ
パ
ー
ト
バ
ン
タ
ム
級

３
位　

中
田　

陸
登
（
２
年
）

▽
女
子
フ
ェ
ザ
ー
級

１
位　

長
野　

実
緒
（
２
年
）

第
4
回
全
日
本
女
子
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

（
12
月
17
〜
21
日
）

〈
愛
知
県
西
尾
市
総
合
体
育
館
〉

▽
女
子
ウ
エ
ル
タ
ー
級

　

２
位　

平
井
富
和
子
（
１
年
）

ラ
グ
ビ
ー
部

第
１
０
５
回
全
国
高
等
学
校
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
熊

本
県
予
選
大
会

（
11
月
２
・
９
・
16
日
）

〈
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
・

水
前
寺
陸
上
競
技
場
〉

　

１
位

第
１
０
５
回
全
国
高
等
学
校
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
12
月
28
日
）

〈
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
〉

　

出
場

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

第
54
回
九
州
高
等
学
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
選
抜
大
会
熊
本
県
予
選

兼
第
49
回
全
国
選
抜
大
会
熊
本

県
予
選

（
11
月
１
〜
16
日
）

〈
城
南
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
〉

　

３
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｕ
18
日
清
食
品
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

リ
ー
グ
２
０
２
５

（
９
月
13
日
〜
11
月
24
日
）

〈
福
岡
県
立
宗
像
高
等
学
校
ほ
か
〉

　

１
位

第
78
回
全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
ウ
イ
ン

タ
ー
カ
ッ
プ
）
熊
本
県
予
選

（
10
月
25
・
26
日
、11
月
１
・
２
日
）

〈
菊
陽
町
総
合
体
育
館
ほ
か
〉

　

１
位

第
78
回
全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
ウ
イ
ン

タ
ー
カ
ッ
プ
）（
12
月
23
〜
29
日
）

〈
東
京
体
育
館
〉

　

ベ
ス
ト
16

自
転
車
競
技
部

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
9
月
21
〜
25
日
）

〈
京
都
向
日
町
競
輪
場
〉

▽
１
㎞
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

３
位　

岩
﨑　

太
誠
（
３
年
）

▽
女
子
ス
プ
リ
ン
ト

８
位　

安
達　

心
晴
（
３
年
）

お
お
い
た
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
甲
子
園

（
10
月
４
日
）

〈
大
分
い
こ
い
の
道
周
辺
特
設
コ

ー
ス
〉

▽
ク
リ
テ
リ
ウ
ム

１
位　

福
永　
　

岳
（
１
年
）

２
０
２
５
年
日
韓
高
校
対
抗
自

転
車
競
技
大
会（

10
月
27
〜
29
日
）

〈
仁
川
国
際
ベ
ロ
ド
ロ
ー
ム
〉

▽
女
子
チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー
ト

　

１
位　

安
達　

心
晴
（
３
年
）

▽
女
子
オ
ム
ニ
ア
ム

４
位　

安
達　

心
晴
（
３
年
）

熊
本
県
高
等
学
校
自
転
車
競
技

新
人
大
会

（
10
月
25
・
26
日
）

〈
熊
本
競
輪
場
〉

▽
ス
プ
リ
ン
ト

　

１
位　

前
川　

櫂
里
（
１
年
）

▽
１
㎞
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

１
位　

前
川　

櫂
里
（
１
年
）

▽
ケ
イ
リ
ン

１
位　

前
川　

櫂
里
（
１
年
）

▽
３
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア

ル
パ
ー
シ
ュ
ー
ト

　

１
位　

前
川　

櫂
里
（
１
年
）

▽
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス

１
位　

福
永　
　

岳
（
１
年
）

競
輪
甲
子
園
２
０
２
５
自
転
車

競
技
大
会

（
11
月
１
・
２
日
）

〈
福
島
県
い
わ
き
平
競
輪
場
〉

▽
ケ
イ
リ
ン

３
位　

前
川　

櫂
里
（
１
年
）

▽
ケ
イ
リ
ン

４
位　

正
木　

颯
人
（
１
年
）

▽
個
人
総
合

３
位　

前
川　

櫂
里
（
１
年
）

５
位　

正
木　

颯
人
（
１
年
）

全
九
州
高
等
学
校
自
転
車
競
技

新
人
大
会

（
11
月
23
・
24
日
）

〈
別
府
競
輪
場
〉

▽
ケ
イ
リ
ン

　

１
位　

正
木　

颯
人
（
１
年
）

▽
ス
プ
リ
ン
ト

　

３
位　

前
川　

櫂
里
（
１
年
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

熊
本
県
高
等
学
校
新
人
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
（
10
月
25
・
26
日
）

〈
玉
名
市
総
合
体
育
館
〉

▽
男
子
団
体　

3
位

陸
上
競
技
部

第
43
回
全
九
州
高
等
学
校
陸
上

競
技
新
人
対
校
選
手
権
大
会
熊

本
県
予
選
大
会（

９
月
12
〜
14
日
）

〈
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
〉

【
男
子
】

▽
２
０
０
ｍ

３
位　

入
江　

璃
旺
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ

２
位　

南
條　

健
人
（
１
年
）

▽
１
５
０
０
ｍ

３
位　

冨
田　

蒼
輝
（
１
年
）

▽
５
０
０
０
ｍ

２
位　

渕
上　

颯
大
（
２
年
）

▽
５
０
０
０
ｍ

３
位　

近
藤　

優
羽
（
２
年
）

▽
１
１
０
ｍ
Ｈ

１
位　

吉
良
創
太
郎
（
２
年
）

２
位　

永
野　

宏
弥
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
Ｈ

１
位　

吉
良
創
太
郎
（
２
年
）

２
位　

永
野　

宏
弥
（
２
年
）

▽
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ

５
位　

水
本　

優
翔
（
１
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

３
位　

永
野
・
入
江
・
城
戸
・

吉
良

▽
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ

１
位　

瀬
川
・
永
野
・
南
條
・

　

吉
良

【
女
子
】

▽
１
０
０
ｍ

　

１
位　

大
石　
　

桜
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ

　

１
位　

大
石　
　

桜
（
１
年
）

▽
４
０
０
ｍ

　

５
位　

岡
村　
　

空
（
２
年
）

　

６
位　

野
田　

一
花
（
１
年
）

▽
８
０
０
ｍ

　

４
位　

岡
村　
　

空
（
２
年
）

▽
１
０
０
ｍ
Ｈ

５
位　

植
野
紗
代
子
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
Ｈ

１
位　

植
野
紗
代
子
（
２
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

２
位　

愛
甲
・
大
石
・
大
原
・

　

野
田

▽
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ

　

３
位　

岡
村
・
大
石
・
植
野
・

　

野
田

▽
走
幅
跳

５
位　

愛
甲
ま
ゆ
り
（
１
年
）

▽
男
子
総
合
の
部　

２
位

▽
女
子
総
合
の
部　

３
位

▽
男
子
ト
ラ
ッ
ク
の
部　

１
位

▽
女
子
ト
ラ
ッ
ク
の
部　

２
位

第
４
回
奥
球
磨
駅
伝
競
走
大
会

（
10
月
５
日
）

〈
多
良
木
町
役
場
発
着
〉

▽
高
校
の
部

１
位　

田
中
・
杉
山
・
門
間
・

　

渕
上
・
近
藤
・
新
立
・

　

中
川

▽
第
３
区
区
間

１
位　

門
間　

蒼
大
（
３
年
）

全
九
州
高
等
学
校
体
育
大
会
第

43
回
全
九
州
高
等
学
校
新
人
陸

上
競
技
大
会
（
10
月
10
〜
12
日
）

〈
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
〉

▽
女
子
１
０
０
ｍ

１
位

大
石　
　

桜
（
１
年
）

▽
女
子
２
０
０
ｍ

４
位

大
石

桜
（
１
年
）

▽
女
子
４
０
０
ｍ
Ｈ

６
位

植
野
紗
代
子
（
２
年
）

▽
女
子
ト
ラ
ッ
ク
の
部　

７
位

熊
本
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
第
78
回
熊
本
県
高
等
学
校
駅

伝
競
走
大
会

（
11
月
１
日
）

〈
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
発
着
〉

　

１
位　

田
中
・
坂
井
・
久
保
・

　

門
間
・
新
立
・
中
川
・

　

渕
上

▽
第
１
区
区
間

１
位　

田
中　

允
紳
（
２
年
）

▽
第
３
区
区
間

１
位　

久
保　

和
寛
（
２
年
）

▽
第
４
区
区
間

１
位　

門
間　

蒼
大
（
３
年
）

▽
第
５
区
区
間

　

１
位　

新
立　
　

崚
（
３
年
）

▽
第
６
区
区
間

　

１
位　

中
川　

陽
琉
（
３
年
）

第
４
回
熊
本
県
チ
ャ
レ
ン
ジ
陸

上
大
会

（
11
月
15
日
）

〈
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
〉

【
男
子
一
般
・
高
校
】

▽
５
０
０
０
ｍ

１
位　

森
口
慎
之
典
（
３
年
）

３
位　

溝
辺　

煌
心
（
１
年
）

４
位　

宮
川　

慶
史
（
３
年
）

５
位　

米
村　

和
真
（
１
年
）

６
位　

冨
田　

蒼
輝
（
１
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

４
位　

永
野
・
入
江
・
城
戸
・

　
　

吉
良

【
女
子
一
般
・
高
校
】

▽
１
０
０
ｍ

６
位　

野
田　

一
花
（
１
年
）

▽
８
０
０
ｍ

１
位　

岡
村　
　

空
（
２
年
）

▽
車
椅
子
１
０
０
ｍ

１
位　

原　

か
の
ん
（
２
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

４
位　

愛
甲
・
野
田
・
大
原
・

　

植
野

学
友
会
活
動
成
績

（
９
月
１
日
～
12
月
31
日
）


